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The 　relaminarization 　in　a 　channel 　fl　ow ，　which 　has　decreasing　mean 　velocity 　due 　to　expansion 　efthe 　cnd 　wall 　distance．
has　becn 　investigated　by　means 　of 　flew　visualization 　and 　hot−wire 　moasurements ．　The　flow　visualization 　shows 　that

the　relaminarization 　around 　Reynolds 　number 　is　1300　and 　that　there　exist　the　characteristic 　s重reaky 　structures 　befbre
the　relaminarization ．　Turbulence 　energy 　decay　efthe 　streamwise 　component 　also 　supports 　that　the　Reynolds 　n 皿 】ber

ofrelaminarization 　is　u皿 der　1390　though　the　detail　measurements 　ofthe 　turbulence　energy 　are 　neeCleCl 　to　decide　the

precise　critical　Reynolds　number ．

1．は じめ に

　チャ ン ネル 流に おい て 臨 界レ イ ノル ズ数以下で あ っ て も 初期

に 強い 撹乱を 与え る こ とで 流れ は 乱流状態 と な るが t レ イノル

ズ数 を 下 げて い くと撹乱 は や がて 減 衰 し層流 とな る．こ の と き

乱流 が維持 ざれる最 小の レイ ノルズ 数で ある 限界 レイノ ル ズ数

付近 に 見 られ る撹 乱 は 乱流 を維持 す る メカニ ズム と強 く関係 し

て い る と考え られる．

　本研 究 で は チャ ン ネル流 に おい て 流 路 をス パ ン 方 向に拡 大す

る こ とで レ イノル ズ数 を 減少 させ ，流 れを再層流 化 させ て い る．
こ の 再層流 化現象 を 可視化 実験 と熱線 流速 計 で 計測 した 結 果か

ら限界 レイ ノルズ数を特定する．

2，実 験方法お よび実験装置

　本実 験装置は 全 長が 3500mm ，チ ャ ン ネ ル 幅は 5mm で ，プ

ロ ワ ，ノズル 部，助走区間，拡大部，試験部か ら構成さ れて い る．

流れは 絞り比 29 の ノズル に よ っ て 縮流 さ れ，長さ 1000mm ，
ス パ ン 幅 190mm の 助走 区間 に 流 入す る．初期撹 乱 と して 直径

0．5mm の 2 本 の トリ ッ ピン グワ イヤ を 設 置 し，助走区間で
一

旦

乱流状態 と な る．次に流れ は 長さ 1000　mm ，ス パ ン幅が 入り 口

で 190　mm ，出口 で 260　mm の 拡大部 へ と入 り，こ こ で レイ ノ

ル ズ数は 約 0．73倍に減 少する．さ らに流 れは 長さ 700　mm ，ス

パ ン 幅 260mm の 試験部 へ と流入 する．本 実験 に おい て 流 速 お

よび乱れ強 さの 測定 に は 直径 2．5 μm の 白金線 を セ ン サ とす る 1

型 プ ロ ーブを 用い ，定温 度型熱 線流 速計 を用 い た．測定 は 試験

部 入 り口か ら 100mm ，及 び 500 　mm の 2 ケ 所 で 行 っ た，レ イ

ノル ズ数は 代表 長さ を チ ャ ン ネル 幅 d．代 表速度を 幅 方向平均流

速 U
，n と して算出 した．座 標系 は 流れ方 向を x ，壁垂直方向を

y，ス パ ン 方向を z と し，原点は 試 験部 入 口で の 壁 面 上 と した．

　ま た，可視 化実験 は 同 じ装置 を 試験部 が 2DOO　mm で，全長 が

51201nIn の 回流型 水胤 し．撒 部入り 口 か ら 1700   の 位

置 に ガラ ス の窓 を設け，そ こ で 可視化 実験 を 行 っ た．
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Fig．　l　Flow 　visualization 　ofrelaminazation ．

3．実験結果及び考察

　可視 化実験 よ り，再層 流 遷移過 程で は 小 さ い ス ケール の 縞構

造 と大 き い ス ケ
ー

ル の 縞構造が存在 し，こ の 縞構造は レ イ ノ ル

ズ数に よ っ て 空 間的に 占め る 割合が異 な り．乱流か ら層流へ の

逆 遷移 は 急 激 に 起 こ らず段 階的 に 起 こ る こ とが確 認 さ れ た ．さ

らに，熱 線流 速計 によ る平均 流速分 布か ら，Re ＝1880以 上の

分 布は y！d ；2．5 を 境に 壁 近 くで は ボ ア ズイユ 分布 よ り加速 し，
チ ャ ン ネル 中心側 で は 減速 し，Re ＝2360 で は 壁近 くで 剪 断が

強 く中心側 で は緩や か に速 度 変化 をす る発達 した乱流 分布 とよ

く似 た 分布 と な っ て い る．ま た．乱 れ強 さ分 布 か ら は，白抜 き

の プ ロ ッ トで は どの 分 布 も壁 付近 に ピ
ー

ク を 持 っ て い るが，黒

抜 き の プ ロ ッ トで は Re ＝1130
，
139  で は どの 壁か らの 距離に

お い て も 乱 れ が減 少 し，Re ＝1630 以 上で は 壁 付近 に ピークを

持 ち 続 け て い る．よ っ て，Re ＝1390 以 下 で は 再 層流化 して い

る こ と，Re ＝1630以上で は何 らかの 撹 乱が維持して い るこ と

が 確認 で きた．何 らか の 撹 乱 が維 持で きる最 小 レ イ ノ ル ズ数 を

厳 密に 決 め る に は，さ らな る撹 乱成分 の 測定が必 要 と思 われる．

1．6
！

1・4t
　 1．1
　

1
　 　 1

自
膕゚

　 　 　：　●‘
　　欄
　 ・．」
　●．1
　●　 o　　　●．1

ヨ●燭
匸●剣

逼●●
畳●剣

重1・拝

　　　　・　RF 聖1冊
　 　 　 　 7　R眄　1］殉
　 　 　 　 ○　 駐卩■510　　　　‘　睫臨」6冊
　 　 　 　 ■　 t − seo　　　　剣　Re ！11so
　 　 　 −　P   1恥 【藺nyF
●．z　　　i］　　　匚」　　　05 　　　に‘　　　●．7
　 　 ノ’

x ／d＝20．

　 　　 Fig．2

1：「
一

調
　 　　 　 　 ・ 署 」 冒 呂： 零昌甌コ111

　　　
‘

謡
iS

　 or6

　L4

　駄z
　o

噌●

り
7「　■

O　　　or肆　　叺2　　駄3
　 　 　 　 　 ソ’

　　 x ／d ＝100．

o　臓隅1L謁▼　 R隅1脚
O　 Re±lf］o‘　 翼“1柵■　 Rerl勵r　 Rsl 蜘一　r酬 恥し■卩r

O．4　　 0．5　　 甌‘　　 ●．，

　　　　　　　　　　　Mean 　velocity 　profiles．

，
｛1……1……1．　i：、、，、：∴IF漏
覧

△

謡 二：‡Bl壽；蘚 1
　 　 　 　 　 　 　 帽　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　y鯉

　 　 　Fig．　　3　Pro髄les　　of 　　tle　　streamwiso 　　velocity

　 　 　fiuctuation．△ ：Re 　＝　　1630，ロ ：R．e　＝　　1880，ぐ ：Re 　＝

　 　 　2360．○ ：RE ＝　1130，▽ 二R．e ＝　1390，◇ ：Re ＝　1510．Open
　 　 　marks 　 are　fbr　 x ／d　二　20　 and 　 solid　 marks 　 are　fbr

　　　x ／d　＝：100．

一61一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


